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ブルームレス台木を使用したキュウリの促成栽培において、長期間、収量や

品質を安定させるための整枝方法や栽植密度について検討し、栽培技術改善に
喪 する。。

Ⅲ 主要成果の概要

プルームレス台木を使用した促成キュウリ栽培の整枝法は、親づるを摘心し
て伸長した子づるをつるおろしする方法が、摘心栽培に比べて長期間にわたり
草勢が維持でき、収量や品質が安定する。

つるおろし栽培では、１０ａ当たりの栽植本数竹は1,200株程度、ｌ株当たりのつ
る数は３本が収量、品質とも安定｡する。
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注）①収量は１２月から６月のｌＯａ当たり収量（以下同じ）
②栽植密度は１０ａ当たり900株
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１ ブルームレスキュウリ栽培の資料とする。

２土づくりに留意して活着や初期生育を促進し、側枝の発生伸長を促すとと
もに、施肥及び病害虫の予防に心がけ、長期間の草勢を維持する。

Ⅵ 今後の研究上の問題点
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